
 (様式３) 

公共事業再評価調書 

番  号 道路-２ 事業担当局課     道路局 建設課 

事 業 名 
都市計画道路鴨居上飯田線整備事業 

（本宿・二俣川地区 外１） 
採択年度 Ｓ63 年 

施工場所 旭区本宿町～さちが丘 経過年数 26 年 

目的及び 

事業概要 

目的  

  鴨居上飯田線は体系的な道路ネットワークの整備を推進するにあたり必要となる延長約 13ｋｍ

の重要な幹線道路です。本地区を整備することにより、地域拠点である相鉄二俣川駅南口周辺の交

通混雑の緩和及び保土ケ谷バイパス南本宿インターチェンジへのアクセス向上を図ります。 

平成 20 年度に本宿・二俣川地区の再評価を実施しており、今回においては、連続する区間であ

るさちが丘地区（平成 17 年度事業化）も併せて再評価とします。 

事業概要 

  計画延長 1,630ｍ、幅員 18～28.5ｍ（往復２車線）、用地面積 30,707 ㎡ 

 当 初(事業採択時) 変 更(平成 25 年度) 

事業期間 昭和 63 年度～平成 20 年度 昭和 63 年度～平成 27 年度 

事 

業 

費

合  計 6,731 百万円 19,551 百万円 

国  費 3,366 百万円 9,776 百万円 

市  費 3,365 百万円 9,775 百万円 

変更内容 
 「本宿・二俣川地区」に隣接して「さちが丘地区」が平成 17 年度に事業化しており、

今回は２地区を合わせて再評価とします。 

上位計画

等の位置 

付  け 

本市の「中期４か年計画」において、「基本政策 施策 27 交通ネットワークの充実による都

市基盤の強化」として、都市計画道路の整備が位置付けられています。 

また、本市の減災対策として今年度策定された「横浜市地震防災戦略」においても、「緊急

輸送路等の整備」として、幹線道路の整備が位置付けられています。 

関連事業 
 事業区間内において、路線に隣接する二俣川駅南口における市街地再開発事業が進

められています。 

事 業 の 

必 要 性 

事業を巡る

社会経済情

勢等の変化 

事業区間に隣接する二俣川駅南口の再開発事業が進み、再開発事業完了後の交通需

要への対応など重要性は高くなっている。 

事業の 

投資効果 

 事業全体 残 事 業 

割 引 率 ４％(２％) 

総便益(Ｂ) 394 億円（587 億円） － 

総費用(Ｃ) 239 億円（174 億円） － 

費用便益比(Ｂ/Ｃ) 1.6（3.4） － 

 
感度分析 

〔交通量－10％〕 
1.1（2.2） － 

〔その他特記事項〕 

Ｂ/Ｃの算定 

にない事業

効果 

地域の生活道路に流入している通過交通が適正に本路線へ転換することにより、住宅地の生活環境

が改善され、歩行者の安全確保等も図られます。また、隣接する再開発事業により交通量も増加するた

め、道路整備により周辺地域の渋滞、混雑緩和が図られます。さらに、周辺幹線道路とのネットワークが

強化され、災害時の緊急輸送路としての効果が期待できます。 

残事業の 

内  容 
－ 
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事 業 の  

進ちょく  

状  況 

事業進ちょく率％ 

東西から二俣川駅に向かって事業を進めておりましたが、二俣川駅南口の再

開発事業の状況に合わせ、二俣川駅付近の整備に重点をおいて事業を進めて

おります。 

 

73％ 

用地取得率％ 

90％ 

供用等の状況 

－ 

事業の課題  

及び進ちょく 

見 込 み 

本地区は丘陵地となっており、現況交通の分断箇所も多く、地元や関係機関との協議に時間を要するとと

もに、地権者との交渉に時間を要しています。 

引き続き、再開発事業と併せて道路整備も進めていきます。 

代替案立案等

の可能性 
－ 

そ の 他   

コスト縮減   

項目等 

舗装、構造物等の築造については、設計の段階から可能な限りコスト縮減に努めます。 

また、隣接する再開発事業と同時期に事業を進めることにより、より効率的・経済的な施工方法で進めます。

過去の委員会 

からの意見等 

委員会年度 意見具申等 意見具申等に対する対応状況 

平成 15 年度 
緑化の充実を図るとともに短期で効果的

な道路ネットワークを形成すること。 

緑化等に配慮しながら道路整備を行

い、短期で効果的な道路ネットワーク形成

に努力しています。 

平成 20 年度 特になし － 

   

その他 
－ 

 

対応方針 

(案) 

継 続

計画通り(上記計画を実施)※１ 

一部見直し(上記計画を変更)※２ 

【見直し内容】 

 

中  止 

 

対応方針案と

した理由 

既存の生活道路の安全性の確保や、周辺路線との交通機能を強化するために事業を継続する必要

性があると判断しています。駅へのアクセス改善も含め隣接する再開発事業により交通量も増加す

るため、道路整備により周辺地域の渋滞、混雑緩和が図られるため、今後も早期整備に向け事業を

推進してまいります。 

※１：既に見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。前の再評価で｢継続(一部見直し）」の事業についても、 

その見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。 

※２：今後、見直しを行うことが確定している事業は、こちらを選択し、見直し内容を記載してください。 
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今
後

は
鋭

意
工

事
を

進

め
、

平
成

2
7

年
度

に
完

成
す

る
予

定
で

す
。

 

地
元

調
整

を
含

め
、

用
地

買
収

も
徐

々
に

進
ん

で
き

て
お

り
ま

す
。

再
開

発
事

業
と

の

施
工

に
関

わ
る

協
議

も
進

ん
で

お
り

、
早

急

に
工

事
を

進
め

て
い

く
予

定
で

す
。

 

引
き

続
き

、
二

俣
川

駅
周

辺
の

用
地

買
収

お
よ

び
工

事
を

早
急

に
進

め
て

い
き

ま
す

。
 

 前
回

委
員

会
で

の

主
な

意
見

等
 

 特
に

な
し

 

※
前

回
再

評
価

か
ら

全
体

事
業

費
が

変
更

さ
れ

て
い

る
場

合
、

前
回

時
点

で
の

事
業

進
捗

率
が

変
化

し
て

し
ま

う
た

め
、

参
考

と
し

て
新

事
業

費
で

の
事

業
進

捗
率

を
（

 
）

で
示

し
た

。
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二俣川駅南口地区市街地再開発事業概要 

 

１ 事業概要 

・施行者の名称：二俣川駅南口地区市街地再開発組合 

・地区の位置：二俣川駅南口地区(二俣川駅に隣接する旭区二俣川２丁目の一部) 

・地区の面積：約 1.9ｈａ 

・施設概要 

交 通 広 場 ：面積約 4,400 ㎡(再開発区域内の整備範囲は約 3,100 ㎡) 

商 業 業 務 棟 ：15 階建 

商業貸床面積 ：約 10,000 ㎡(３フロアー合計で横浜駅西口ダイヤモンド地下街とほぼ同面積) 

業 務 施 設 ：約 9,100 ㎡(地域ケアプラザ約 600 ㎡含む) 

住 宅 棟 ：29 階建、高さ約 99ｍ、住宅戸数約 380 戸 

・総事業費 ：約３５３億円 

・補助金総額：約８５億円(市費負担額約１９億円) 

 

※隣接する都市計画道路「鴨居上飯田線」と調整を図り事業を進めていきます。 

 

２ 経緯と今後の予定スケジュール 

平成 17 年 11 月 18 日 市街地再開発準備組合発足 

平成 23 年 10 月 14 日 市街地再開発事業の都市計画決定 

平成 24 年 12 月 28 日 「二俣川駅南口地区第一種市街地再開発事業」組合設立認可 

平成 25 年度   権利変換計画認可(予定) 

平成 26 年度   再開発ビル工事着手(予定) 

平成 29 年度末  再開発ビル完成(予定) 

 

３ 事業区域図・イメージパース 

 

 

 

 

商業業務棟

住宅棟

交通広場 
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